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　本年（2004 年 1 月 20 日）それこそ十数年ぶりの大阪市大文学部の同期同窓会があってなつ
かしい顔がそろった。その席上で故池田克彦君の絶筆となった『杉本町校舎返還運動』のリー
フレットのコピーがくばられた。はなしの合間をぬっておおいそぎでページを繰り、なつかし
さと時ならぬ興奮につつまれた。
　そのリーフレットのテーマは同君と同期だった我々にとって忘れることのできない「杉本町
校舎返還運動」だったからだ。わたくしとしてはそのうしろについていた写真のコピーに飛び
上がらんばかりのショックを受けた。そこには私が一夏、汗水をながしてつくった「大阪市大
　杉本町校舎等の実態写真集 ( 仮称）」からのいくらかがあった。
　1945 年、大阪府堺市の刑務所には戦争中の大学自治弾圧事件中ででもとりわけ知られた大
阪商大事件で逮捕、拘禁された教員と学生たちが大日本帝国の没落を見通しながら冬の酷寒、
夏の灼熱と空襲それに日常的な虐待の嵐にたえて、希望を失わずに独房の中で戦後の希望の日、
解放の時を待っていた。そうして八月の敗戦を獄中で迎え。秋にやっと釈放されて忌みきらわ
れた思想犯は一変して未来を予見したヒーローとして迎えられ、ここから大阪商大、今の大阪
市大の精神的な再建が始まる。これらの人々の苦闘によって、大市大は単なる知識学芸の伝達
組織を超えて近代の大学にとって最も重要な学問研究の自由、思想の自由を権力から護る名誉
を得た事を忘れてはならない。
　だがその彼らをむかえた商大キャンパスは敗戦直後から米軍キャンプとして接収され、大学
の学舎は市内各所で旧小学校、中等学校の校舎に分散しており、ひとかたならぬ辛酸を嘗める
事になる。商大はここに釈放された仲間を迎えたのであった。
 　
　ドッシリとした杉本町校舎本館の前には米軍キャンプのチャーチが今でものこっている（1）、
当時の塔の先には十字架がたっている。大学校舎のどこからみてもこのチャーチがでんとまん
なかにたっている。チャーチ脇の小道を白シャツ姿の学生があるく。その間には鉄柵が続く、
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　（1）　大学構成員の間で「チャペル」の称で呼ばれたこの建物は、接収解除後、講義室や集会室に転用さ
れた。その後、サークル部室や教職員組合などとしても利用されたが、2006 年に取り壊された。跡
地には本学創立 125 周年を記念して、本学商学部卒業生高原慶一朗氏の寄付により「高原記念館」が
建設された。なお、「チャペル」とはこの場合、ホテル・病院・兵舎などの施設に設けられた教会の
所有でない礼拝所を指す。
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大学キャンパスの半分を軍事基地が占拠していたのだ（部分返還後の姿）。
　大学への道の正門には米軍キャンプのゲートが立ち、その脇にチョコンと大学の正門がくっ
ついている。その基地のゲート前の大きな基地名キャンプサカイのはいったアーチをくぐって
学生が大学の小さな門にはいる。
　ゲート前には毎夕米兵相手の女たちが群がって、嬌声がたえない。その実態が一枚の写真に
のこっている。真理の殿堂を分断する軍事基地、サンフランシスコ講和条約後、朝鮮戦争当時
の日本の地位をこれほど無惨なまでにハッキリと示す資料はほかにないだろう。
　私たち新入生はこの実態を知っておどろきあきれ、奮起し立ち上がった。そのいくぶんかが
この『池田回顧録』にのこり、生き生きと描写されている。
　この杉本町キャンパスが全面的に大学に戻ったのは全学をあげての返還運動を経て 1950 年
代になってからであり、ここから市大キャンパスの本格的な戦後がはじまる。一方そのころ『経
済白書』（総理府）では「最早戦後は終わった」と高らかに宣言していた。
　その回顧録にいくらかの文を加え、自分の記憶している事柄を補って、同君へささげること
にしたい。
（中略）
　◎全学統一大デモ行進
　この委員会が世論に訴えるために企画し、大成功を収めたのが中之島中央公会堂前から難波
高島屋前までの全学デモであったのは『池田回顧録』に生き生きと描写されている。
　こまかいことに過ぎないが自分の関係した事実を二三補えば、全学デモの前に事前の会議が
連日続いて夜に及ぶ、会議が終われば解散となるのだが、渉外部長の私にはそれからマスコ
ミ対策での各新聞社訪問が待っていた。幸い靱校舎は四ツ橋筋に近く中之島までは徒歩 15 分
ばかりである。そこで朝日新聞社、北に向かって堂島の毎日新聞社（現堂島アバンサの位置）、
さらに北進し桜橋の産経新聞社、東に折れてさらに 15 分、太融寺近くの読売新聞社まで、各
社社会部に情報を流して阪急宝塚線で帰宅。若さに任せての強行軍だが連夜直接本社を訪れる
効果は大きかった。
　中之島公会堂のさらに東、中之島の東端には中之島公園の広場があって絶好の位置に軍艦の
マスト風の鉄塔がある。後で知ったのだがなんでも日露戦争当時のある軍艦を模したもので右
翼関係団体（それほど性格のハッキリしたものではなかった様だが）の立てたものとか、デモ
に先立つ何日か前にここで学生集会をおこなった。我々は何の遠慮会釈も無くこのマストに市
大学生旗とスローガンを掲げた。「市大学生の赤がケシカラン」と何処で確認したのか、マス
トの所有団体から抗議がきた。一悶着起こると身構えてきた使者に学生実行委員会側はスンナ
リと承知をして学生旗とスローガンはマストから降ろされ、集会の前の壇の脇に掲げ直された。
これが市民に好感をもって迎えられ全学デモの成功に結びついたと聞いている。
　渉外部長の私はデモのコースが数署にまたがるので、当時の大阪市警本部まで届出に行った。
今はどうなっているのか大坂城本丸内にあった警察本部（旧師団司令部内、後の大阪市立博物
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館）の担当課へ行って、それこそ七面倒くさい書類を作成した。『池田回顧録』にあるジグザ
クデモ禁止などの制限はこの届出書類への警察側からの交付文書に記載されたものである。届
出で手続きが済むと担当警官と余談になった、私が歴史学専攻志望と聞いて、「いいものを見
せよう」と庁舎の裏庭に案内してくれた。そこに聳えていた大石碑は大坂石山本願寺跡の顕彰
碑だった。石山本願寺は既になじみであったが顕彰碑がそんな所にあるとは知らなかった、すっ
かり嬉しくなって書類作成の面倒を忘れてお礼を言ってルンルン気分で退出した。それからそ
の書類を天満署に持参し出発点での確認をすませた。この届出の段階で警察官などの個人的な
好意を十分感じて統一運動路線の正しさを実感する事が出来た。この届出の手続きでデモ（示
威）行進の管轄が公安課などでなく交通課であることも知った。
　さて、この全学デモでは実質的な総指揮者グループは大変な苦労をしたのだが、実行委員会
は事前に周到な用意をしていた。デモ行進に付き物のスローガンは「校舎返還」に絞り、行進
歌は学生歌、応援歌，寮歌中心に絞った。赤い色のものは一切禁止と言うのまであってずいぶ
んこまかいものだった。このような規制は大阪市大は偏狭な政治一辺倒の学生の集団と言う
誤った市民の認識を改めさせるのに劇的な効果があった。その意味では柔道部・空手部の稽古
着姿での参加と言うのはきわめて印象的だった。これらの自己規制を権力への妥協というムナ
シイ言葉だけで否定するのは簡単だが、この様な自己規制を蹴飛ばしてしまう運動では学生の
統一と団結は得られなかったし、全学の参加と言う実は挙がらず、デモも実現出来なかった。
それどころか京都の荒神橋事件と並んで大阪御堂筋事件になりかねない危惧も存在した。
　そこまでして全学の参加と言う実を挙げなければ統一が破れる恐れが実際あったし、弾圧を
呼ぶような冒険主義は許されないという条件下での苦労の一端は『池田回顧録』に見える。私
はデモの届出上の都合で総指揮という役になった。この役は名前こそ大変に見えるが要するに
デモ行進のペースメーカーで、届出書類によって先頭の位置を動けない。そうすると名は総指
揮でも実態は人形さん同然、連絡・報告を一方的に受けるだけで個々の事態に対処できるわけ
でない。デモ隊列中の全ての揉め事は移動自由な遊軍役の委員に対応をまかせる他は無い、私
は気をもむだけでどうも出来ない。だから警察署の境界で次の署の警備の警官へ引継ぎの挨
拶をする、それだけで表立った役目はすんでしまう。しかし、ことが起これば名目上責任は
被らねばならない。損に扇しんにょうのついたような（2）役だった。その上の実質上の役である
2000 人のデモの進度調整はトンデモナイ作業だった。先頭グループを抑えながらゆっくりと
進むのだが後尾は見えない、隊列の途中でなにが起こっているのかは直接確認できるものでは
ない。隊列の途中が交通信号で分断され隙間が開いてしまう。先頭の速さを必死で押さえての
ろのろと牛の歩みでも後ろからは「駆け足になっているんだ、速すぎる、抑えて、抑えて」と
───────────────────────────────────────────────
　（2）　実在する漢字ではない。「しんにゅうが掛かる」という慣用句があり、「程度がいっそうはなはだし
くなる」「おおげさになる」という意味で用いられる。ここでは「何のメリットもない損な役回り」
をさらに強調する意味で使われている。
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連絡が飛んでくる。あれだけ事前打ち合わせしたのにデモ隊の途中では血気の連中がジグザク
行進から、果ては警官への無用の挑発まで図るのまで出て来るので列は伸びて更に進度は遅れ
る一方、そのグループを宥めるのに時間を喰っている余波はたちまち先頭に及んでくる。デモ
行進が難波に着いたころにはたった４キロだのに調整に疲れて青息吐息の始末だった。
　途中どこの交差点でだったか、後ろを振り返ると最後尾が雲か霞か全く分からず、その瞬間
に感激がこみあげてしまった。2000 人と簡単にいうがその集団の威力はすざましい、万とな
ればなおさらの事である。全学統一運動を実現させその力を市民の皆さんに示しているのだ。
その先頭に立っているという思いが一気に吹き上がって胸を抑えることが出来なかった。この
全学デモは成功した。その成功は大市大には統率力のある学生実行委員会がりっぱにはたらい
て、節度のある学生運動を民主的に指導しているということをひろく認識させることになった。
   その翌日の新聞の紙面には「イデオロギー抜きの大デモ」と報じられた、我々にとっては有
難くも嬉しいあつかいだった。
　
　◎校舎実態写真制作
　この大デモ行進のあと、私は丁度市大を退職されたばかりの元教授山根徳太郎先生の難波宮
跡の予備調査に関係する事になって実行委員会に精勤することが出来なくなった。従ってその
後の実行委員会の組織的な活動の細部にはほとんど記憶がない。しかし、同期生が中心であっ
た返還運動自体から離れた訳ではなく節目節目では時間の許す限り大いに参加していた。
　2 年次の大学祭に際して校舎返還運動のパネル展示、その中で基地の実態のパネル・写真展
示をやろうとの案が出て、その撮影と展示を引き受けた。それが『池田回顧録』に出てくるア
ルバムと結びつく。使用機材は明治大正時代からの写真愛好家で映像の宣伝上の威力をじゅう
ぶんに知っていた父親に買ってもらったリコーフレックスⅢ型の二眼レフ、当時復興したばか
りの日本のカメラ工業の先駆的な新型カメラで、安価で良く写ると爆発的な人気があった。池
田君はボックス型の一眼レフなんて書いているがそんな高級な物はとてもとても、高値の花（戦
前の海外製品）だった。後に日本の独壇場になった 35mm 一眼レフ（アサヒフレックス）が出
たのがもう一寸後で、それは卒論資料撮影に地理学教室から教授故渡辺久雄先生の保証で借り
出して京大人文科学研究所助手の故岡崎敬先生（後の九州大学教授）の指導でマイクロフィル
ムの撮影に使った記憶がある。
　さて、杉本町校舎で撮影を始めたのは良いがハタと困ってしまった。米軍基地の実態を撮影
しなければ展示にもアルバムにもものの役に立たないが相手は軍事基地、真正面から撮影とい
うわけにはいかぬ。やればたちまちブタ箱行きだ、それは覚悟の上だが肝心のフィルムが没収
されれば元も子もない、散々考えた挙句、校舎と基地が互いに入り込んでいるのを幸いに校地
内の物置や建物の中からの盗み撮りをした。　　　　　　　　　　　
　ゲート正面は国鉄（現 JR）阪和線の踏み切りの西側の遠くから撮って部分伸ばしをしたの
だし、基地ゲート前の女性の写真は校地の中の小屋に潜り込んでトタン板の壁に開いていた釘
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穴か、破れ穴からの盲目撮りでうまく写っていたのを使用したのである。写真の出来具合を今
回改めて点検したが思っていたより良く仕上がっている。機材の基本がよく押さえられていた
のだと再確認した。このときの写真アルバムが東京や海外で大活躍をしたことの具体的な内容
は今日まで知らなかった。
　さて展示となったが杉本町校舎には展示の用具がない。そこで難波宮跡調査で親しくなって
いた工学部建築学教室助手の皆さんの支援で扇町校舎（旧扇町商業校舎　現阪神高速扇町イン
ター西）の建築学教室にあった展示用パネル材とパイプを借り出した（3）。その機材をリヤーカー
に積んで、扇町から杉本町まで徒歩で牽いていったのである。今思い出してもゾッとする距
離（直線距離でも約 12,5km）で、当然誰かとの共同作業の筈だろうが名前もなにも思い出せぬ。
ただ無闇に暑くてまいったことと、阪大の北畠校舎（旧制大阪高校）の前を通過した事は微か
に覚えている。そうすれば阿倍野筋を南下したのだろうが他には何の記憶もない。機材を返し
たときの記憶もないのだから妙なものである（こんな無茶が出来たのも戦争末期に西淀川区大
和田町から宝塚市中山寺まで疎開家財を大八車に積んで運んだ経験による）。
　このときに建築学教室の卒論制作の作品で杉本町校舎が返還されたらこの様な大学を建設す
るという馬鹿でかい都市計画図（ケント紙多色図）を預かった。展示のために広げてみるとな
んと阿倍野から南の台地部一杯の都市計画図でその気宇壮大さには度肝を抜かれた事を覚えて
いる。私はこの図面に触発されて文化財保存運動で遺跡の保存に都市計画の助けを借りるとい
う着想を後に得たのだから若いときの経験は貴重なものだとつくずく思う。
  
　◎有恒会うごく
　学生実行委員会がうまれて偏狭で硬直的な運動方針でなくなったために全学学生の統一が実
現し、教職員の実行委員会も結成され全学の文字どうりの団結が実現すると旧商大系の同窓会
有恒会も協力し始めたと、『池田回顧録』にある。具体的な事実は一切書かれていないが、こ
れまでの運動方針に同調できずにいた有恒会の協力は大きかった筈である。大阪政財界の隅々
にまで張り巡らされている人脈は広く深い。私は卒業後、元教授山根徳太郎先生の難波宮調査
支援と保存活動の中で心底からそれを知らされた。
　私たち学生にはうかがい知れぬ所で有恒会の実力が発揮されたと思われる。理論や理屈だけ
では動かせない実業人を突き動かす力が返還運動に備わったということであろうか。責任者で
あった池田君はどこまで知っていたのか？そのことに彼は一言も触れずに逝ってしまった。
　◎エッ、渉外部長！
　『池田回顧録』を読むと「渉外部長 K」と出てくる。これ何、と一瞬と惑った。内容を読む
と確かに記憶はある、自分に違いない。だが渉外部長と言われると実感がない。当時の実行委
───────────────────────────────────────────────
　（3）　当時、理工学部のうち主として理学系は北野校舎に、工学系は扇町校舎にそれぞれ入っていた。
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員会では分担はあっても事があると全員の協議でその時に自分に出来る任務を引き受けていた
から、任務内容は流動的なところがあった。
　次の項ででも書くように東京での中央交渉は委員長に任せきりと言う実態で、渉外部長の仕
事は限定されてしまって余り意識に残っていなかったのだ。池田君は運動資金上止む得なかっ
たとは言え、大変な重荷を一身に担っていたのだなあと改めて認識した。
　
　◎ドン行での上京
　この校舎返還運動は大阪だけでの活動では埒があかない。国会、文部省その他中央官庁が活
動対象になる。ところが運動資金が苦しく上京団を組織してなんてことはできなかった。少数
精鋭といえば格好いいが現実には委員長池田君に負ぶさる形になってしまった。その一端が『池
田回顧録』で伺える。ドン行での上京と言うのがそうだ。
　当時、東京までは遠い。とにかく時間がかかる、それに満員、体への負担は大きい。夜行だっ
たら一晩一杯、昼行でなら尚更、長時間かかる。車内では体も伸ばせない。身動きも取れない
と覚悟したほうがよい。今の新幹線、航空機での旅とは全く違う（自分が夜行での上京を経験
したのは 10 年ばかり後だが東京駅手前での安堵感は忘れられない）。行くだけで一仕事である。
　その上で単身で中央交渉となると重荷は一人で引き受けなければならない。精神的プレッ
シャーは大変だったろうと今にして感じる。それを池田君に任せてしまったのだから大変だっ
たに違いない。
　池田君はそれを黙々としてやり遂げていって行
（ママ）
ったのだ。運動成功後の同君の虚脱状態はよ
く理解できる。我々はそれを見逃していたのだった。
　◎基地司令官会見余聞
　『池田回顧録』に　基地司令官ロール大佐との会見記がゲートの後退と関連されて記されて
いる。会見時に示された池田君の要求を大佐が誠実に応えたということで纏められている。
　だが、会見から戻ってきた池田君が「フィフティ　フィフティ」と言われたと不満そうに繰
り返していたことが印象に残っている。会見の記録からそれに当たりそうな所を見ると池田君
が「若い者同志どこでどんな不測の事態が起こるやも知れない」と主張したとある。大佐がこ
れに「フィフティ　フィフティ」と応じたのでなかろうかと想像できる。「フィフティ　フィ
フティ」とは「五分五分」か「どっこい　どっこい」という意味になろう。池田君はこれに敏
感に反応して大佐の言葉の中に占領軍、駐屯軍特有の傲慢さと無神経さを感じたのではなかっ
たろうか。ゲートの後退と言う見事な対応があったからこの会見は良いエピソードとして語ら
れる事になった。
（中略）
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　この 1 月の末、久方ぶりに杉本町学舎を訪れた。直接の目的は私の制作した懐かしいアルバ
ムを再見するためであった。あると知っても実際に所在を確かめ再見できるまでの手間はいろ
んな方々のお世話になり大変であったろうと感謝に耐えない。
　情報センターの学史資料室（4）で 50 年ぶりに再見を果たしたアルバムは思ったより小振りで
あったが、巻頭の数枚が失われているだけでその時のままの姿で迎えてくれた。
　一枚一枚にそれぞれの感慨があり、思わぬ時間を過ごした。それから同室の苦労のこもった
資料の数々を拝見した。『池田回顧録』に書いてあっても一寸注意をしなければ分からなかっ
たのは大手前の特別調達庁大阪庁舎（場所は国民会館か、歯科大学病院近くの坂の途中）での
返還証伝達式の場面であった。『池田回顧録』では簡単に池田君が恒藤学長と同席してとあるが、
学長は着席し池田君は学長とは並ばずに起立している、しかも後姿で白シャツ、体を僅かにひ
ねって写っている。顔は全く見えないので当時の池田君の体格をよく知っている者でなければ
学生の実行委員長が同席しているとは見えない。貴重な記録であるので殊更に注記をしておく。
　さらに決起大会での情景の実態を伝える陣馬氏書簡（5）なども重要な資料として拝見した。
　それから、キャンパスを一巡した。50 年の歳月は全く情景をかえている。だいいち、大和
川まであんなに近いとは！そういえばむかしは大和川まで直接抜ける道などは無かったのだ。
　50 年の丹精でキャンパスは緑濃いものに一変している。あの殺風景な基地の風景は全く無
い。そのうえ新しい学舎が林立し、高層建築もズラリ、全くの浦島太郎気分に浸った。
───────────────────────────────────────────────
　（4）　正確には「学術情報総合センターの大学史資料室」
　（5）　陣馬侃爾氏の『有恒会百年史』への寄稿文「道仁校舎から杉本校舎」（411 ～ 2 頁）の原稿を指す
と推測される。
返還証伝達式（『大阪市立大学の百年 1880 ～ 1980』（1980 年発行） より）
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（中略）
　大学の旧本館が文化財になっていると言うので、やっと懐かしい風景に出会った気分になっ
た。
　そこから出ると思わず目を見張った。なんと旧米軍基地のチャーチがそのままあるではない
か。いや、そのままではない、尖塔と十字架が外されている。だが本体はしっかりと残ってい
る。建築の躯幹部は頑丈なのだろう。
　この建物は部分返還の後も基地から学内に出っ張り、学生に屈辱感を与えていたのである。
こうも密接に校地とつながっていたので、そこは若者同士、米軍兵士との思わぬ交歓風景も時
には展開されたこともあったようだ。
　だが、このチャーチで何が行なわれていたのだろう。朝鮮戦争の死地に赴く青年たちに従軍
チャップレン（6）は何を語っていたのだろうか？
（中略）
　もうそろそろ内容も尽きたので筆を擱きたいが最後に 50 年を振り返ってみると、私は校舎
返還運動で社会に働きかけ発言する運動の重要性を知った。その後遺跡調査や研究に志を立て
たのだが遺跡保存、文化財保存から歴史環境保存を訴える運動の重要性に引き込まれてその方
面に力を尽くしてきた。ここでも若いときに校舎返還運動を経験したことが大きく影響したこ
とを痛感し、そのときの仲間に感謝している。
（後略）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2004/2/15
　
───────────────────────────────────────────────
　（6）　Chaplain（英語）教会に属さずに、施設・組織などに設置されたチャペルで働く聖職者を指す言葉。
